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■1980年代から⾞載ECU搭載システムの開発に関わっています
Ⅰ. 実績：⾞載システム開発実績
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■開発実績：

Ⅰ. 実績：⾞載システム開発実績／カーエレクトロニクス領域
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複雑化、⾼度化する⾞載システム （加速する⾃動⾞の電⼦化）
⾃動⾞に「快適性」「安全性」「環境性」「信頼性」が⾼いレベルで求められており、例えば「快適性」「安全性」では、衝突被害を最⼩限に抑える「プリクラッ
シュ・セーフティ・システム」など、「環境性」ではハイブリッドや電気⾃動⾞への取組みなど、先進技術分野でエレクトロニクス技術が不可⽋になっていること
が背景です。
このように⾃動⾞に搭載される機能は年々⾼度になり、それに追随するように⾃動⾞に搭載されるECU（※1）の数や⾞載システムの複雑さ、開発規模が⼤幅に増
⼤しています。いまや典型的な⾼級⾞では100個以上のECUが搭載され、1000万⾏以上のソフトウェアコードが組み込まれるようになっています。

⾃動⾞産業が直⾯する課題
⾞載ソフトウエアのコード規模は拡⼤の⼀途を続けており、この ソフトウエアの信頼性確保が⾃動⾞メーカーにとって、⼤きな課題になっています。 これらの解
決策として、⾃動⾞メーカーやサプライヤーは⾞載システムの標準規格である「AUTOSAR」（※2）や「Automotive SPICE」に基づくモデルベース開発など、⼤
規模 かつ⾼信頼性のソフトウエアを効率的に開発する新たな開発⼿法等に注⽬し、積極に取り組みを始めています。

※1 ECU ： Electronic Control Unit（⾃動⾞制御⽤コンピュータ）
※2 AUTOSAR： ⾞載ソフトウェアの標準規格
※3 BSW ： Basic Software（ECUのOS、ドライバ、ミドルウェアにあたる部分）

★開発規模が10倍以上になる

★⼈⼿で対応する以外の⽅法が必要

Ⅱ. ⾞載システム事業を取り巻く環境変化
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■欧⽶のソフトウェア企業で、実現できていない⼀貫したサービスの提供

Ⅱ. SCSKならではの“ワンストップサービスの提供”

①OS･BSW③開発ツール SI

SCSK

ECU

マイコン

OSOS

BSW

ECU

マイコン

OSOS

BSW

アプリケーション

ライブラリ

ライブラリから
⾃動⽣成

②プロセス標準 ④教育･認定

「車載ソフト開発の知見・経験」 × 「ソフト開発手法変遷の知見・経験」

（SCSKだから出来る）

30年以上の⾃動⾞の組込開発実績 レガシーからクラウドまでオープン化の取組実績

OS･BSWの性能やサービス品質は、製品⾃体の性能や開発期間に⼤きく影響を与えるものになる
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＜免責事項 ＞

・本資料は、当社グループの業績及びグループ事業戦略に関する情報の提供を目的としたものであり、
当社及び当社グループ会社の株式の購入や売却を勧誘するものではありません。

・本説明会及び資料の内容には、将来の業績に関する意見や予測等の情報を掲載することがありますが、
これらの情報は、資料作成時点の当社の判断に基づいて作成されております。よって、その実現・達成を
約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあります。

・本資料利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。また、本資料の
無断での複製、転送等を行わないようにお願い致します。
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夢ある未来を、共に創る

お客様からの信頼を基に、共に新たな価値を創造し、

夢ある未来を拓きます。




